
令和 7 年 6 月市議会定例会議案概要説明 
 
令和 7 年 6 月市議会定例会は、6 月 5 日に招集することで、本日、告示

を行いました。 
6 月議会に提案いたします議案としては、甲議案として 5 件、乙議案と

して 1 件、報告 13 件の計 19 件について提案し、ご審議をお願いするこ
ととしております。 

なお、人事案件であります「鳥栖市固定資産評価員の選任について」は、
後送議案といたします。 

 
今回提案する 6 月補正予算につきましては、 

・子供達が安心して学べる、安全で快適な学校づくり 
・賑わいを創る、魅力的な公園・スタジアムへ 
・山浦 PA スマート IC（仮称）設置の可能性を更に深く検証 
など、一般会計で約 12 億 1 千 9 百万円の補正予算となります。 

 
それでは、令和 7 年度 6 月補正予算の概要につきまして、説明いたし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



第７次鳥栖市総合計画において、特に私の公約との親和性が高い事業
を「重点戦略」として位置付けております。 

「重点戦略」を構成する 7 つの柱のうち、今回の補正予算につきまし
ては、6 つの柱について予算を提案いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まず、「子育て支援と学校教育が充実した都市づくり」でございます。 
 
『小中学校屋内運動場空調設備 設置検討事業』につきましては、体育

の授業や中学校部活動時の熱中症対策、避難所活用の環境向上のため、 
全ての小中学校の体育館に空調（冷房）を設置するための調査を行うもの
です。 

 
『小中学校校舎躯体調査事業』につきましては、外壁剥離や雨漏り等、

発生していることから、鳥栖小学校及び鳥栖中学校の校舎の主な構造 
部分の安全性を調査し、現状把握を行うものです。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『小中学校校舎外壁改修事業』につきましては、令和 6 年度に実施し

た校舎外壁調査の結果に基づき、鳥栖北小学校、基里小学校、鳥栖中学校
の校舎外壁改修工事を行うものです。 

 
『若葉小学校グラウンド築山撤去工事』につきましては、安全面を考慮

し、若葉小学校グラウンド内の築山を撤去し、それに伴う遊具の移設等を
行うものです。 
  



次に、「くらしに活力と豊かさを感じる都市づくり」でございます。 
 
『中央公園整備事業』につきましては、官⺠連携を視野に⼊れつつ、 

地域の賑わい拠点となる公園施設へ、リニューアルするため、全体的な 
在り方を検討する基本計画の策定を行うものです。 

 
『市⺠公園整備事業』につきましては、令和 5 年度に策定した市⺠公

園整備基本計画に基づき、芝生広場等公園施設として整備するため、文化 
会館⻄側の産総研跡地の佐賀県有地を購⼊するものです。 

 
『公園施設⻑寿命化事業』につきましては、鳥栖市公園施設⻑寿命化 

計画に基づき、朝日山公園芝広場のトイレ改修を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、「まちのポテンシャルを高める都市づくり」でございます。 
 
『山浦ＰＡスマートＩＣ（仮称）調査検証事業』につきましては、山浦

パーキングエリア周辺状況の把握を行い、当該箇所への設置の可能性 
及びインターチェンジへの接続道路等、具体的検討を深めていきます。 



『50 ⼾連たん区域指定事業』につきましては、水屋町における既存 集
落の維持・活性化を図ることを目的として、佐賀県都市計画法施行条例に
基づく 50 ⼾連たん制度の区域指定のため、県への申出に係る調査業務を
行うものです。 

 
『天神松・河内線道路改良事業』につきましては、令和 5 年の豪雨災害

により、河内町の県道九千部山公園線の一部が通行止めとなった際に 
当該路線を迂回路として利用していましたが、幅員が狭く離合も困難な
状況であったため、安全な通行を確保するため道路改良を行うものです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『田代大官町・萱方線等道路改良事業』をはじめとする３事業につきま

しては、着実な市道整備や維持管理を進めるためのものでございます。 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に「命が守られ、安全・安心して暮らせる都市づくり」でございます。 
 
『予約型乗合タクシー実証運行事業』につきましては、高齢者等の交通

弱者や、公共交通の利用が不便な地域への新たな移動手段の確保策と 
いたしまして、利用者の予約に応じてＡＩが最適なルートを選択しなが
ら運行する「予約型乗合タクシー」の実証運行を行うものです。 

システム構築に引き続き、11 月から実証運行を実施し、本市における
適性を見極めてまいりたいと考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



『消防団の力向上モデル事業』につきましては、消防団がリアルタイム
で被災情報を取得でき、災害対応の指揮を行うことができるよう、可搬型
ビデオ会議システム等を導⼊するものです。平時においても継続的に 
使用することで、突発的に発生する災害時においても円滑に連携できる
体制を整え、防災力強化に努めます。 

 
『定額減税調整給付金給付（不足額給付）事業』につきましては、令和

６年度に実施した定額減税調整給付において、「本来給付すべき所要額」  
と、「当初調整給付額」との間で差額が生じた方等へ、不足額を給付する
ものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、「市⺠と環境にやさしい都市づくり」でございます。 
 
『スタジアム改修事業（夜間照明施設改修事業）』につきましては、  

スタジアム夜間照明施設の⻑寿命化、環境負荷の軽減及び施設の利便性    
向上、また、スタジアムの賑わい創出のため、夜間照明施設の LED 化を
行います。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最後に、「効果的・効率的な行政運営のための行財政改革」でございま

す。 
 
『自治体ＤＸ推進事業（「書かない窓口」充実事業）』につきましては、 

各種支援システムの拡充や改善等により、「書かない窓口」を充実し、  
住⺠サービスの向上を図るものでございます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



『電子契約システム導⼊事業』につきましては、クラウド上で電子  
契約書を取り交わす、電子契約システムの導⼊により、市と事業者双方の
契約事務の効率化、利便性向上及び負担軽減を図るものです。 

 
『自治体ＤＸ推進事業（基幹系情報システム標準化移行事業）』につき

ましては、今年度までに、自治体の基幹系情報システムの標準化・共通化
及びガバメント・クラウドへのシステムの移行を行うものでございます。 

 
 以上が、６月補正予算の主な内容となりますが、今回の補正額は、12 億
1,900 万 3 千円を補正し、補正後の一般会計予算額は 348 億 9,595 万 5 千
円となります。 


